
令和５年度年間指導計画・評価計画（音楽）           福生第二中学校 第１学年 

月 
単元・題材名（時

数） 
目標 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

4 

 

新しい出会いを大切

に！歌声を合わせる

喜びを味わおう（３） 

[知]声の音色や響き

及び言葉の特性と曲

種に応じた発声との

関わりについて理解

する。 

[技]創意工夫を生か

した表現で歌うため

に必要な発声，言葉の

発音，身体の使い方な

どの技能を身に付け

る。 

[思]歌唱表現に関わ

る知識や技能を得た

り生かしたりしなが

ら，歌唱表現を創意工

夫する。 

[態]歌唱表現に関わ

る知識や技能を得た

り生かしたりしなが

ら，歌唱表現を創意工

夫する学習に主体的・

協働的に取り組む。 

[知] 曲想と⾳楽の構

造や歌詞の内容との関

わりについて理解して

いる。 

[技] 創意⼯夫を⽣か

した表現で歌うために

必要な発声，⾔葉の発

⾳，⾝体の使い⽅など

の技能を身に付け，歌

唱で表している。 

[思] 音色，旋律，強

弱を知覚し，それらの

働きが生み出す特質や

雰囲気を感受しなが

ら，知覚したことと感

受したこととの関わり

について考え，どのよ

うに歌うかについて思

いや意図をもってい

る。 

[態] 曲想と⾳楽の構

造や歌詞の内容との関

わりに関心をもち，音

楽活動を楽しみながら

主体的・協働的に歌唱

の学習活動に取り組も

うとしている。 

 

 

5 楽譜、音符の基礎を

知り、曲の構成を感

じ取って，歌唱表現

を工夫しよう（４） 

[知]音のつながり方

の特徴について，表し

たいイメージと関わ

らせて理解する。 

[技]創意工夫を生か

した表現で旋律や音

楽をつくるために必

要な，課題や条件に沿

った音の選択や組合

せなどの技能を身に

付ける。 

[思]歌唱表現に関わ

る知識や技能を得た

り生かしたりしなが

ら，歌唱表現を創意工

夫する。 

[態]歌唱表現に関わ

る知識や技能を得た

り生かしたりしなが

ら，歌唱表現を創意工

夫する学習に主体的・

協働的に取り組む。                      

[知] 音楽の基礎を理

解している。曲想と⾳

楽の構造との関わりに

ついて理解している。 

[技] 創意⼯夫を⽣か

した表現で歌うために

必要な発声，⾔葉の発

⾳，⾝体の使い⽅など

の技能を身に付け，歌

唱で表している。 

[思] リズム，旋律，

強弱，形式を知覚し，

それらの働きが生み出

す特質や雰囲気を感受

しながら，知覚したこ

とと感受したこととの

関わりについて考え，

どのように歌うかにつ

いて思いや意図をもっ

ている。 

[態] 曲想と⾳楽の構

造や歌詞の内容との関

わりに関心をもち，音

楽活動を楽しみながら

主体的・協働的に歌唱

の学習活動に取り組も

うとしている。 

 

6 

 

音楽の特徴に注目し

ながら，情景を思い

浮かべよう（３） 

[知]曲想と音楽の構

造との関わりについ

て理解する。 

[思]鑑賞に関わる知

識を得たり生かした

りしながら，曲や演奏

に対する評価とその

根拠ついて自分なり

に考え，音楽のよさや

美しさを味わって聴

く。 

[態]鑑賞に関わる知

識を得たり生かした

りしながら，曲や演奏

に対する評価とその

[知] 曲想と⾳楽の構

造との関わりについて

理解している。 

[思] 音色，旋律，テク

スチュア，形式を知覚

し，それらの働きが生

み出す特質や雰囲気を

感受しながら，知覚し

たことと感受したこと

との関わりについて考

えるとともに，曲や演

奏に対する評価とその

[態] 曲想と⾳楽の構

造との関わりに関心を

もち，音楽活動を楽し

みながら主体的・協働

的に鑑賞の学習活動に

取り組もうとしてい

る。 



根拠ついて自分なり

に考え，音楽のよさや

美しさを味わって聴

く学習に主体的・協働

的に取り組む。 

根拠について自分なり

に考え，音楽のよさや

美しさを味わって聴い

ている。 

7 

8 

9 

10 

混声三部合唱にチャ

レンジしよう（８） 

歌詞の内容を感じ取

って表現しよう 

（８） 

[知]声の音色や響き

及び言葉の特性と曲

種に応じた発声との

関わりについて理解

する。 

[技]創意工夫を生か

した表現で歌うため

に必要な発声，言葉の

発音，身体の使い方な

どの技能を身に付け

る。 

[思]歌唱表現に関わ

る知識や技能を得た

り生かしたりしなが

ら，歌唱表現を創意工

夫する。 

[態]歌唱表現に関わ

る知識や技能を得た

り生かしたりしなが

ら，歌唱表現を創意工

夫する学習に主体的・

協働的に取り組む。 

[知] 曲想と⾳楽の構

造や歌詞の内容との関

わりについて理解して

いる。 

[技] 創意⼯夫を⽣か

し，全体の響きや各声

部の⾳などを聴きなが

ら他者と合わせて演奏

する技能を身に付け，

歌唱で表している。 

[思] 音色，旋律，テク

スチュア，強弱を知覚

し，それらの働きが生

み出す特質や雰囲気を

感受しながら，知覚し

たことと感受したこと

との関わりについて考

え，どのように歌うか

について思いや意図を

もっている。 

[態] 曲想と⾳楽の構

造や歌詞の内容との関

わりに関心をもち，音

楽活動を楽しみながら

主体的・協働的に歌唱

の学習活動に取り組も

うとしている。 

 

11 詩と音楽とのかかわ

りを感じ取ろう（４） 

[知]音楽の特徴とそ

の背景となる文化

や歴史，他の芸術と

の関わりについて

理解する。 
[思]鑑賞に関わる知

識を得たり生かした

りしながら，生活や社

会における音楽の意

味や役割ついて自分

なりに考え，音楽のよ

さや美しさを味わっ

て聴く。 

[態]鑑賞に関わる知

識を得たり生かした

りしながら，生活や社

会における音楽の意

味や役割ついて自分

なりに考え，音楽のよ

さや美しさを味わっ

て聴く学習に主体的・

協働的に取り組む。 

[知] 曲想と⾳楽の構

造との関わりについて

理解している。 

[思] 音色，旋律，テ

クスチュア，強弱を知

覚し，それらの働きが

生み出す特質や雰囲気

を感受しながら，知覚

したことと感受したこ

ととの関わりについて

考えるとともに，曲や

演奏に対する評価とそ

の根拠について自分な

りに考え，音楽のよさ

や美しさを味わって聴

いている。 

[態] 曲想と⾳楽の構

造との関わりに関心を

もち，音楽活動を楽し

みながら主体的・協働

的に鑑賞の学習活動に

取り組もうとしてい

る。 

 

12 

イメージと音楽との

かかわりを感じ取ろ

う（３） 

[知]曲想と音楽の構

造との関わりについ

て理解する。 

[思]鑑賞に関わる知

識を得たり生かした

りしながら，曲や演奏

に対する評価とその

根拠ついて自分なり

に考え，音楽のよさや

美しさを味わって聴

く。 

[態]鑑賞に関わる知

識を得たり生かした

りしながら，曲や演奏

に対する評価とその

[知] 曲想と⾳楽の構

造との関わりについて

理解している。 

[思] 音色，旋律，テ

クスチュア，強弱を知

覚し，それらの働きが

生み出す特質や雰囲気

を感受しながら，知覚

したことと感受したこ

ととの関わりについて

考えるとともに，曲や

演奏に対する評価とそ

[態] 曲想と⾳楽の構

造との関わりに関心を

もち，音楽活動を楽し

みながら主体的・協働

的に鑑賞の学習活動に

取り組もうとしてい

る。 



根拠ついて自分なり

に考え，音楽のよさや

美しさを味わって聴

く学習に主体的・協働

的に取り組む。 

の根拠について自分な

りに考え，音楽のよさ

や美しさを味わって聴

いている。 

 

1 

 

雅楽の特徴を感じ取

って，その魅力を味

わおう。（３） 

[知]我が国や郷土の

伝統音楽及びアジア

地域の諸民族の音楽

の特徴と，その特徴か

ら生まれる音楽の多

様性について理解す

る。 

[思]鑑賞に関わる知

識を得たり生かした

りしながら，音楽表現

の共通性や固有性つ

いて自分なりに考え，

音楽のよさや美しさ

を味わって聴く。 

[態]鑑賞に関わる知

識を得たり生かした

りしながら，音楽表現

の共通性や固有性つ

いて自分なりに考え，

音楽のよさや美しさ

を味わって聴く学習

に主体的・協働的に取

り組む。 

[知] ⾳楽の特徴とそ

の背景となる⽂化や歴

史との関わりについて

理解している。 

[思] 音色，速度，旋

律，構成を知覚し，そ

れらの働きが生み出す

特質や雰囲気を感受し

ながら，知覚したこと

と感受したこととの関

わりについて考えると

ともに，⽣活や社会に

おける⾳楽の意味や役

割について自分なりに

考え，音楽のよさや美

しさを味わって聴いて

いる。 

[態] ⾳楽の特徴とそ

の背景となる⽂化や歴

史との関わりに関心を

もち，音楽活動を楽し

みながら主体的・協働

的に鑑賞の学習活動に

取り組もうとしてい

る。 

2 

3 

歌詞の内容を生かし

て、合唱をしよう

（９） 

[知]声の音色や響き

及び言葉の特性と曲

種に応じた発声との

関わりについて理解

する。 

[技]創意工夫を生か

した表現で歌うため

に必要な発声，言葉の

発音，身体の使い方な

どの技能を身に付け

る。 

[思]歌唱表現に関わ

る知識や技能を得た

り生かしたりしなが

ら，歌唱表現を創意工

夫する。 

[態]歌唱表現に関わ

る知識や技能を得た

り生かしたりしなが

ら，歌唱表現を創意工

夫する学習に主体的・

協働的に取り組む。 

[知] 曲想と⾳楽の構

造や歌詞の内容との関

わりについて理解して

いる。 

[技] 創意⼯夫を⽣か

した表現で歌うために

必要な発声，⾔葉の発

⾳，⾝体の使い⽅など

の技能，全体の響きや

各声部の声などを聴き

ながら他者と合わせて

歌う技能を身に付け，

歌唱で表している。 

[思] 音色，速度，テク

スチュア，強弱，構成を

知覚し，それらの働き

が生み出す特質や雰囲

気を感受しながら，知

覚したことと感受した

こととの関わりについ

て考え，どのように歌

うかについて思いや意

図をもっている。 

 

[態] ※曲想と⾳楽の

構造や歌詞の内容との

関わりに関心をもち，

音楽活動を楽しみなが

ら主体的・協働的に歌

唱の学習活動に取り組

もうとしている。 

 

 


